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George Eliotの3編の詩と宗教

George Eliot's Three Poems and Her Religion

大嶋浩*
Hiroshi OSHIMA

After her丘rst conversion, the development of George Eliot's view of religious beliefs can be divided into three stages: (1)

ascetic and evangelical Christianity; (ii) a tendency towards pantheism; (iii) a religion of humanity. So far students of Eliot

have followed the progression of her beliefs mainly through her letters, journals and novels. This essay is an attempt to

review that progression through her poetry. Eliot's evangelical faith in the infallibility of the Bible and Christian immortality is

expressed in her丘rst published work, "Knowing that shortly I must put off this tabernacle" (alias HFarewell"). ′Die early phase

of Eliot's second conversion is reflected in her Romantic and somewhat pantheistic short poem, "Mid the Rich Store of

Nature's Gifts to Man." ′nle丘nal result of her second conversion is declared in her most famous poem, "0 May I Join the

Choir Invisible," in which we can recognize her quite secular and humanistic view of religious beliefs, that is, Eliot's religion

of humanity. Thus these three poems provide, if read serially and chronologically, a glimpse into Eliot's '-way of the soul-. In

this sense, the three together may be regarded as Eliot's concise version ofln Memonam.
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lはじめに

ジョージ・エリオット(GeorgeEliot,1819-80)と19

世紀英国の時代思潮との関係は,しばしば引用される,

以下のバジル・ウイリー(BasilWilley)の評言の中に

適切に要約されている:

彼女の発展,彼女の知的生涯は,その【世紀の]最も

きわだった傾向の範例であり,図表なのである。福

音主義のキリスト教から出発して,その曲線は懐疑

を経て,再解釈されたキリストとく人間の宗教)

[人類教Iへと進むのであり,く神)から始まって

く義務)に終わるのである。l

熱烈な信仰から懐疑を経て新しい信仰へいたる, 19世紀

英国の知的主潮の「範例」としてのエリオットの宗教的

回心の軌跡に関しては,彼女の日記や書簡の中に具体的

に,あるいは,彼女の小説(例えば『サイラス・マーナ

-』 【silas Marner, 1861】)の中に寓意的にたどる試みが

なされてきた。2本稿が試みるのは,その軌跡を彼女の

詩の中にたどろうとするものである。

宗教的回心の軌跡を扱ったヴィクトリア朝の詩といえ

ば,まずテニスン(AlfredTennyson, 1809-92)の『イ

ン・メモリアム』 (InMemoriam, 1850)が挙げられる.

ケンブリッジ時代の親友アーサー・ヘンリー・ハラム

(Arthur Henry Hallam, 1811-33)の死を悼む挽歌′で.

1833年から1850年にいたる18年間の,故人に対する詩人

の折々の思いを集めたものである。親友の死を悲しみ,

亡友の霊魂の不滅を信じようとするが,自然や人生,宗

教に対する深い懐疑がテニスンを捉える。しかし,やが

てその悲哀と懐疑を克服して,テニスンは愛と信仰を新

たにうち立てていくのであるO:iエリオットは小説家に

なる前の青春時代と作家活動の後期に詩作を行っている

が,惜しむらくは彼女の場合,懐疑を経て新たな信仰へ

いたる,自らの「魂の経路」 (TheWayoftheSoul)'を

率直に吐露し,記録した『イン・メモリアム』に相当す

る長編詩を残してはいない。とはいえ,彼女の詩を年代

順に見ていくとき,そこにエリオット自身の「魂の経路」

を垣間見ることができるようである。本稿が特に注目す

るのは,これまでほとんど取り上げられることのなかっ

たエリオットの初期の講の2編およびエリオットの詩の

なかで唯一人口に胎失した後期の請のl編である。

Il福音主義のキリスト教徒

ジョージ・エリオットことメアリ・アン・エヴァンズ

(MaryAnnEvans;以下,本稿ではエリオットに言及す

る喝合,小説家以鯨を「メアリ・アン工小説家となっ

てからを「エリオット工両者を指す場合は「メアリ・

アンないしエリオット」と呼ぶことにする)が生涯に著

した作品(エッセイ,小説,請)の中で,一番最初に活

字となって発表された作品は,十代の終わり頃に執筆し
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た話である。短詩「この幕屋を脱ぎ捨てる時が間近であ

ることを知っている」 (以下, 「この幕屋を」)5がそれで

ある。

この詩はもともと1839年7月17日,.かつてのメアリ・

アンの恩師で当時の彼女の精神的指導者であったマライ

ア・ルイス(MariaLewis, 1800P-87)に,メアリ・アン

が「昨晩の孤独な散歩が産んだ未熟な果実」 `l,として

書き送ったものであった。そしてマライア・ルイスにし

きりに勧められて,メアリ・アンはその講を『クリスチ

ャン・オブザーヴァ-』 {Chiristian Observer)誌に投稿

し,その結果,その雑誌の翌年の1月号にその詩がM.A.

E. (メアリ・アンtMaryAnnEvansIのイニシャル)とい

う署名入りで掲載されたのである。

1839年といえば,メアリ・アンが,母の死(1836年2

月主姉クリスティアナ(Christiana, 1814-59)の結婚

(1837年5月)に伴い,文字通り一家の主婦の役割を一手

に引き受け,グリフ・ハウス(GriffHouse)の家政を切

り盛りすると同時に慈善活動にもいそしみながら,片や

種々の読書にふけり,幾つかの外国語を学んでいる時期

にあたる。この詩が書かれてからおよそ1年半後,そし

てこの請の発表からわずか1牛後には,メアリ・アンは

教会の礼拝に行くことを拒むことになるが,この頃の彼

女は,その詩の投稿経緯と投稿誌(『クリスチャン・オ

ブザーヴァ-』誌は福音主義的英国国教会派の月刊宗教

雑誌)7からも推察されるように,依然として,熱心な福

音主義者のマライア・ルイスと堅い精神的秤で結ばれ

た,敬慶な福音主義者であった。

福音主義には,英国国教会の福音主義者だけを指す狭

義の意味と,英国国教会の福音主義的一派からウェスリ

派によって統轄される,様々な非国教派に至る,プロテ

スタント主義の全域を包含する広義の意味がある。8

メアリ・アンの福音主義という場合,この広義の意味が

当てはまる。彼女には非国教派も影響を与えているから

である。まず,ここで1830年代に至るまでのメアリ・ア

ンの宗教を概観しておこう。

(i)古い高教会派から福音主義教徒へ

そもそも英国回教徒の両親の下に生まれたメアリ・ア

ンは生まれて1週間後,チルヴ7-ズ・コトン(Chilvers

Coton)教区の英国国教会(Chilvers Coton Church)で

洗礼を受けている。父親とコヴェントリ(Coventry)に

移り住むまでの20年間あまり,メアリ・アンは寄宿学校

に行っている時を除いて,毎日曜日には必ずこのチルヴ

ア-ズ・コトン教会の日曜日の朝の礼拝に家族そろって

出かけていたと言われている。父親ロバート・エヴァン

ズ(Robert Evans, 1773-1849)を家長とするメアリ・ア

ンの一家の宗教は「旧式の古い高教会派的なもの」.I

であった。
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そのような英国回教徒のメアリ・アンが福音主義と出

会ったのは,1828年ナニートン(Nuneaton)の英国国

教徒の寄宿学校(Mrs.Wellington-sBoardingSchool)に

入学してからである10
。その学校の校長が先述の熱心な
福音主義者マライア・ルイスだったのである。

福音主義運動は1730年代のジョン(JohnWesley,

1703-91,およびチャールズ・ウェスリ(Charles

Wesley,1707-88)のウェスリ派(メソジスト派)の信仰

復興運動に始まる.が,特に重要な宗教的-勢力であった

のは,1790年代から1830年代にかけてである。フラン

ス革命に端を発するフランスの動乱の一因は,宗教的な

無関心や理神論的な合理主義,徹底した無神論にあると

考えられたために,フランスの脅威に怯える英国人の多

くが,以前ははやりであったそうした態度を破棄し,や

や根本主義的な宗教に急いで立ち返ったからである。11

ナニートンに福音主義がもたらされた時期は比較的

遅かった。1828年に福音主義的「真撃さ」(seriousness)

をもったジョン・エドマンド.ジョーンズ(John

EdmundJones,1797-1831;「ジャネットの悔悟」

PJanet'sRepentance,"1857】中のエドガー・トライアン

[EdgarTryan]のモデル)がナニートンの教会

(NuneatonParishChurch)で連続夜間講義を行ったの

がそのはじまりである。彼の講義はその古い教会を英国

回教徒と非回教徒双方の真撃な聴衆で満たし,ナニート

ンに大いなる宗教的覚醒を引き起こした。当然のことな

がら,マライア・ルイスもジョーンズ氏の熱心な信奉者

の一人であった12このマライア・ルイスの下にあった

4年間,メアリ・アンは彼女を範として繰り返し聖書を

読み,さらには自己省察の習慣を身につけるようになっ

たのである。

(ii)第-の宗教的回心:禁欲的・自己否定的福音主

義教徒

この真筆な宗教的態度の傾向は,メアリ・アンが1832

年から移ったコヴェントリの非国教徒の寄宿学校(Miss

Franklins'School)で吸収したカルヴイニズムによって

一層助長されることになる。この学校での宗教生活は常

に臭撃なもので,毎日曜日には,全生徒がカウ・レイ

ン・チャペル(CowLaneChapel)でフランクリン姉妹

の父親でバプティスト派の牧師フランシス・フランクリ

ン(theReverendFrancisFranklin;『フィーリクス・ホ

ールト』[FelixHolt,1866]のルーフアス・ライアン【Rufus

Lyon]のモデル)の説教を聞き,また平日には生徒たち

が礼拝集会を組織するなどしていたOメアリ・アンはそ

うした集会のリーダーを務める生徒の一人であったと言

われている。

こうした生活の中で,メアリ・アンはゴードン・S・

バイト(GordonS.Haight)が宗教的回心と呼んでいる
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ものを経験するi:-マライア・ルイスの宗教は温厚で感

情に訴えるものであり,地獄の業火よりもむしろ,愛と

救いを束謝するものであった.それゆえ,彼女がメア

リ・アンに吹き込んだ福音主義は,初期のウェスリ派の

教えのように,寛大な慈善というものだったのである。14

-万,フランクリン氏はバプティスト派のなかでも,よ

り自由主義的な立場に与する牧師であったが,その自由

主義的なバプティスト派の信条は,英国国教会のより厳

格な福音主義派に近いものであった。メアリ・アンがフ

ランクリン姉妹の学校に来てから3年目,彼女が15歳の

誕生日を迎えた頃(1834年),突然にしかも激しく, 「福

音主義的な宗教的回心の経験」 15 -人間は全く罪深い

存在であり,キリストの原罪を受け入れることによって

のみ地獄から救われうる,という確信-がメアl) ・ア

ンを襲う。もともと衣装に凝ったりするなどという虚栄

にふけることのあまりなかったメアリ・アンではあった

が,今や自己の魂の状態への顧慮を第-として,身だし

なみなど顧みなくなり,慈善活動には一層熱烈に励み,

カルヴァン主義的により禁欲的・自己否定的になったの

である。ただし,このようにコヴェントリでの宗教体験

がメアリ・アンに多大な影響を与えたことは確かである

が,彼女が特にバプティスト派の教義に関心を示したと

いうことはなく,彼女自身は常に自分のことを英国国教

会の一員と見なしていたのであったol6

当時のメアリ・アンの禁欲的信仰を例証する,あるエ

ピソードが伝えられている1838年8月,兄アイザック

(Issac, 1816-90)と一緒に初めてロンドンを訪れ,そこ

に一週間滞在した際,メアリ・アンは兄が誘ってもどう

しても芝居見物に行こうとはせず,夜は一人で読書をし

て過ごしたのである。17

(iii)聖書の不可謬性と来世信仰: 「この幕屋を」

メアリ・アンの最初の発表作品「この幕屋を」は,こ

のエピソードから1年足らずして書かれたことになる。

マライア・ルイスへの手紙によると,先に触れた,孤独

な散歩の折, 「われらの殉教者の一人の言葉」 18がメア

リ・アンの心に浮かんだことがきっかけでできた詩であ

るという。この請のタイトルとして掲げられている,

「ペテロの第二の手紙」第1章14節「この幕屋を脱ぎ捨て

る時が間近であることを細っている」が.その殉教者の

言葉であろう。

の伝説によれば,聖ペテロはアッ

ピア街道でキリストの幻に出会った後,ローマに引き返

し,逆十字架にかけられて殉教したという。1リ「ペテロの

第二の手紙」は,自らの死を予期したペテロの遺言書と

いう特徴を持つものであり,この請のタイトルとしてメ

アリ・アンが引用している聖句中の「幕屋(tabernacle)」

とは,魂の仮の宿としての,朽ちる肉体の意であり,
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「幕屋を脱ぎ捨てる」とは死を意味する,美しい聖書的

表現である20

この「幕屋を」の詩の中で, 「わたし」は「小さなさ

さやき」として聞こえてきた天からの「命令」に従順に

従い, 「この輝ける,美しい世界」のものたちに別れを

告げようとする:

野原を夕暮れの明かりでさまようとき,

わたしには一つのか細い,小さなささやきが聞こえ

る- 「こちらへおいで!

お前はこの輝ける,美しい世界に間もなく告げね

ばならない

さようならを!J

その命令にわたしは従いたいと思う,わたしのラン

プを用意し,

わたしの衣服をしっかりとまとい.わたしの魂に

祈りを捧げ,

そして地上と地上の空気を呼吸するすべてのもの

に告げたいと思う

さようならを!

(第1-2連) 21

「太陽」 (第3連)をはじめとする天空の星たちから地

上の動植物,水中の魚たちを経て, 「守銭奴のように,

こっそりとその数を数えたり, /そのためなら愛も健

康も友情も平安も売り渡したりした本たち」 (第7連),

さらには「親愛なる親族の者たち」 (第9連)へと別れが

述べられていく。 「わたし」にとって一番身近なものに

次第に焦点が絞られていく形で次々と「さようなら」が

繰り返されていくのである。

メアリ・アンの読書好きは生涯つづくものであるが,

当時の彼女は,日毎かさばりゆく世事や家事等に追われ

ながら,無秩序に本を読みあさり,彼女の頭は「古今の

歴史の雑多な見本,シェイクスピアWilliam

Shakespeare, 1564-1616)やクーパー(William Cowper,

1731-1800) ,フーズワ-ス(William Wordsworth, 1770-

1850) ,ミルトン(JohnMilton, 1608-74)から集められ

た請の抜粋,新聞の話題,アディソン(JosephAddison,

1672-1719)やべイコン(Francis Bacon, 1561-1626)の断

汁,ラテン語の動詞,幾何学,昆虫学と化学,書評と形

而上学,の寄せ集め」を呈していたという・)・)書物に対

する別れが, 「親愛なる親族の者たち」を除けば,一番最

後に述べられているのはいかにもメアリ・アンらしい。

更に注目すべきは, 「紛れもない真理が記された」も

のとして, 「聖なる書物【聖劃」だけには別れを告げな

いと断言している点である。
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聖なる書物よ!その書物の紛れもない真理が記され

た頁は,ひとたび知ってしまえば,

天国の光輝の前でも地獄の嘆きの前でも色あせるこ

とはない,

この地上の贈り物の中で,汝だけにはわたしは告

げない,

さようならを!

(第8連)

天の都新しいエルサレムでも聖書を必要とするという,

この考えに対しては, 『クリスチャン・オブザーヴァ-』

誌の編集者が,幾分非正統的な見解として,わざわざこ

の箇所に以下のような注を付している:

わたしたちはたびたび詩に注を加えることをするわ

けではありません。けれども,もし聖ヨハネが天の

都新しきエルサレムの中に聖堂を見出さないとすれ

ば聖書も必要ないでしょう【賢さ21:22I。というのも,

わたしたちはそのとき鏡で見るようにおぼろに見る

tIコリ13:12】-つまりサクラメントや書き記され
i:i"l

た神の御言葉という帳を適して見る-のではな

く,顔と顔を合わせて見る【Iコリ13:12にとになる

からです。聖書は神の贈り物です。しかし,天国で

使用するためのものではありません。わたしたちが

地上のあらゆるものに別れを告げてしまった後,い

まやまさに天国に入ろうとするとき,わたしたちは

なおも聖書にすがりつくかもしれませんOそしてこ

のことを,おそらくM.A. E. 【MaryAnn EvansIは意

味しているのです1

はたして,この注の最後の部分で『クリスチャン・オブ

ザーヴァ-』誌の編集者がコメントしているような意味

で,メアリ・アンが聖書だけには別れを告げないと述べ

ているのかどうか,その点ははっきりとは判らない。し

かし, 「紛れもない真理が記された」ものとして聖書の

不可謬性を堅く信じて動じない彼女の姿が表明されてい

る。

そしてメアリ・アンは,死の影の恐怖を払拭する天国

での復活,すなわち,来世および霊魂不滅(不死)の信

仰を高らかに宣言して,この詩を閉じているのである:

主がわたしにお与えになった,親愛なる親族の者た

ちよ,

わたしたちを結び付ける親愛なる辞は,いまや裂か

れねばならないのだろうか?

いやそうではない!わたしたちが天国でまみえるま

での間だけわたしは告げるのだ,

さようならを!

そこではわたしの新たに生まれ変わった感覚が新た

な喜びを見出し,

新たな音,新たな光景がわたしの日と耳を惹きつけ

ることになるであろう,

だから恐れることはないのだこの世に悲しい影

を落とすあの言葉,

さようならを!

(第9-10連)

この短詩は,宗教詩としては革新的なものを含まぬ,

「月並み型の」 24ものかも知れない。だが,唯一の指針

としての聖書の不可謬性とキリスト教的な霊魂不滅の信

仰がかざらずに吐露されたものとして,福音主義のキリ

スト教徒としての若きメアリ・アンの姿をよく伝えてく

れる作品といえよう。

IV 「見ゆる教会」に対する「揺れる判断」

聖書を個人的指針として重んじるのは福音主義派の特

徴とはいえ, 「この幕屋を」の詩に窺える,メアリ・ア

ンの幾分非正統的といえる程の聖書尊重の態度の背後に

は,オックスフォード運動の間接的影響があるのではな

いだろうか7

1830年代末といえば,英国では『時局小冊子』の発行

(1833-41)が最高潮に達しつつある時期にあたる。福音

主義が個人の道徳と個人による聖書の受容を主張したの

とは対照的に,オックスフォード運動は教会の権威とい

うことを主張した。地上の教会-神学用語でいう「見

ゆる教会(the visible church )」 -の在り方が問題と

なっていたわけである。そしてトラクト運動の主唱者た

ちは,その論法として歴史に訴え,教会と教理に発展と

いう概念を適用し,教会は国家と同様,完成した制度で

はなく,歴史と共に成長してゆく有機体,何世紀にもわ

たる発展の所産であり,教理も同様に信仰の条件の変化

によって成長し変化する一つの有機体である,と主張し

たのであった。

なるほどオックスフォード論争は,当時の社会的騒乱

や政治的危機からはかなりかけ離れた宗教論議であり,

庶民の興味をひくものではなかったかもしれないが,そ

の論争は決して牧師の学者グループに限られていたわけ

ではなかった。宗教書などを読み,袴雑な聖書解釈の歴

史や神学論争に興味をもっている,中産階級の人々がか

なりいたからである。25メアリ・アンはまさにそうした

中産階級の人々の一人だったのであり,毎日聖書を読み,

聖句を精密に研究していただけでなく, 『時局小冊子』

を含む様々な宗教的な書物も読みふけっていた。例えば.

マライア・ルイスに宛てた,この時期のある手紙(1839

年5月20日付)には,種々の宗派の聖職者の宗教的著作

34
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-独立派(会衆派)の牧師でユニヴァ-シティ・カレ

ッジの哲学・論理学教授ジョン・ホパス(JohnHoppus,

1789-1875)の『教会の統一に対立する分裂』 (Schism as

Opposedto Unity of the Church, 1839)と英国教会の福音主

義聖職者ジョウゼフ・ミルナ- (JosephMilner, 1744-97)

の『キリスト教会の歴史』 (History of the Church of

Christ),2(iトラクト運動の擁護者グレズリー師(the

Rev. W. Gresley, 1801-76)の『-英国回教徒の肖像』

(Portrait of an English Churchman, 1838) 27-を,それ

ぞれの著作の長所を相対的に認めながら読み進んでいる

メアリ・アンの姿が窺える。と同時に, 『時局小冊子』

の著者たちに関しては,彼らの広い学識や熱意や献身は

認めながらも,ローマ・カトリックとの親近性を匂わす

彼らの所説や試みに対する彼女の反感も吐露されてい

る'Jit

このように,オックスフォード運動が活発化させた宗

教論議の刺激を受けて,種々の宗教的著作を読み進んで

行くなかで,聖書の不可謬性に対する信仰は揺らぐこと

はなかったものの, 「見ゆる教会」に対しては,メア

リ・アン自身大きな動揺をきたすようになっていく。上

述の手紙(1839年5月20日付)にはそうしたメアリ・ア

ン自身の「揺れる判断」 23が次のように言及されている:

「見ゆる」教会(thevisible church)の本質ほど,わ

たしがしばしば羅針盤の全方位にわたって向きを変

えた問題はありません。わたしはある方位に束く心

意かれますが,そこに決めようとすると,それに反

対する様々な主張がでてきてわたしの立場を揺るが

すのです。わたしはその詳細に立ち入ることはでき

ませんが,わたしたちが一緒のときに・--もし聞い

て下さるならば,わたしの抱えている困難な問題の

すべてをあなたにお話ししますno

この時期における, 「見ゆる教会」に対する「揺れる

判断」ゆえに,唯一の拠り所として聖書を尊ぶ福音主義

的傾向がメアリ・アンにおいて一層助長され,幾分非正

統的と言えるほどの聖書尊重の姿勢を示唆する詩句を吐

露させ, 『クリスチャン・オブザーヴァ-』誌の編集者

に注を付加させることになったのかもしれない。いずれ

にせよ, 「揺れる判断」を引き起こした,メアリ・アン

の抱える「困難な問題」は,コヴェントリのフォウルズ

ヒル(Foleshill)への移転を機に,急速にその鋭さを増

し,ついには聖書の不可謬性に対する信仰をも揺るがし,

第二の,そして,決定的な宗教的回心へと彼女を導いて

いくのである。

=汎神論的傾向

(i)「聖戦」

「この幕屋を」に引き続いて,メアリ・アンは1839年

9月4日に「距離のもつもの柔らかに潤色する力J

(HSonnet,一一1.12)を主題にした「ソネット」("Sonnet")

と題された詩をマライア・ルイスに書き送り,それから

1年あまり後の1840年10月1日にはドイツ語の小話

(Aug.Mahlmann,"FrageundAntwort")を彼女自身が英

訳した翻訳詩「問いと答え」(一一QuestionandAnswer")

を同じくマリア・ルイスに書き送っている。="

「ソネット」という詩は後年のエリオットのピクチャ

レスク批判との関連でとりわけ興味深いものではある

が,メアリ・アンの宗教という観点からいってより注目

すべきは,翻訳詩をはさんで,次作となる「人間に対す

る自然の豊かな貯えの中に」(以下,「人間に対する」)

である。この詩は1842年2月18日にマライア・ルイスに

宛てた手紙のなかに書かれていたものである。

1842年2月といえば,キリスト教信仰をめぐる父親と

の確執-メアリ・アンが「聖戦」32と呼んでいるもの

-の真っ只中で苦悩している時期にあたる。父親のロ

バート・エヴァンズが隠退して,土地管理人の仕事と住

居のグリフ・ハウスをアイザックに譲り,メアリ・アン

とともにコザェントリのフォウルズヒルに引っ越してき

たのが1841年3月のことである。11月に自由思想家で事

実上の無神論者であり骨相学者でもあった裕福なリボン

製造業者チャールズ・プレイ(CharlesBray,1811-84)

や彼の義弟でユニテリアン派の学究的な商人チャール

ズ・へネル(CharlesHennell,1809-50)たちからなるコ

ヴェントリの知的エ1)-トの小グループと知り合い,交

遊を深めるなかで,メアリ・アンの精神生活に決定的転

機が訪れる。特にヘネルの著書『キリスト教の起源につ

いての研究』{AnInquiryconcerningtheOriginsof

Christianity,1838)は,「福音書の記録において,事実と

仮構,歴史と奇跡を引きはなす試み」.'Wを展開し,聖書

の不可謬性を否定するもので,その転機に重要な影響を

与えた。ヘネルが高等批評として知られるようになる批

判的考察を独自に展開したこの著書をメアリ・アンはす

でに読んでいたが,こう4プレイらと知り合い,あらためて興

味深く熱心に読み直し,彼女の宗教的回心が-矧こ加速

されたようである35
。
このようにしてキリスト教信仰を放棄するに至った

メアリ・アンは,ついに1842年1月2日,教会に行くこと

を拒否して父親との対立を引き起こし,以後,5月半ば

まで「聖戦」が続くことになるのである。

1月28日にはプレイの妹(Mrs.AbiiahHillPears)にあ

てて,メアリ・アンは自己の心境を次のように吐露して

いる:

わたしが,わたし自身の反響だけに耳を傾け,わた

35
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し自身の側にのみ賛成を読みとり,不賛成に対して

はこの上なく都合良くつんぽになろうという尊大な

決意をして,淀んだ溜まり水のようになるのではな

いかと心配なさらないでください。皆が実際にこの

一般原則を拒否してくれればよいのに!どんな命題

であれ,それを調べることを恐れることは知的・精

神的麻蜂であり,それはつねに何であれ,実体の堅

固な把握を妨げることになるようにわたしには思わ

れます。わたしとしては,真理の聖墓を蛍奪の支配

から解放しようとする,あの栄光ある十字軍の仲間

に加わりたい。そうすれば,わたしたちは彼女【真

理Iの復活を見ることになるでしょう。とはいえ,

わたしの行動原理のなかに,永遠の罰への恐れ,予

定された救済への感謝.報いとしての未来の栄光の

啓示を加えることはできませんが,この世の,ある

いは,あの世の唯一の天国は,至高なるもの【神】の

意志-あの完全なる理想,つまり,唯一の父なる

神の胸のなかに宿る真のロゴス,の達成を絶えず目

指すこと-を遵奉することのなかに見出されうる

という信念には,わたしは全面的に与しますO:-6

この手紙で表明されている,キリスト教的な来世および

霊魂不滅(immortality)の教義の否定と「真のロゴス」

(以下に引用する手紙の言葉を使えば「イエス自身の道

徳的教え」の本質)の肖定は,メアリ・アンの第二の回

心の要諦をなすものである37

この手紙から一カ月後の2月28日,教会への出席をめ

ぐってなおも対立が続いている父親に対して,メアリ・

アンは口頭ではなく,文書で自分の心情を次のように訴

えている:

わたしはこれらの著作(旧約・新約聖書)を事実と

虚構が混在した歴史書と見なしています。イエス自

身の道徳的教えであったとわたしが信じているもの

の多くを崇拝し大切にしますけれども,キリストの

生涯の諸事実に基づいて作られ,そしてその材料に

関して言えばユダヤ人の諸々の考えから引き出され

た,教義体系というものは,神にとってこの上なく

不名誉なものであり,個人的・社会的幸福に与える

その影響という点ではこの上なく有害である,とわ

たしは見なしています。 ・ -・以上がわたしの強い

確信でありますので一一日分が全面的に否定する

礼拝に参加するふりをわたしがすることは,大いな

る偽善を犯して自己の利益になると思われるものの

ために世間の微笑に惨めに追従することにならざる

を得ないでしょう,このことは妥協を許さない高潔

な心をもった者には疑問の余地のないものです。こ

のこと,このことだけは,たとえお父様のためでも,

36
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わたしはご免こうむります-ほかのことなら何で

ち,どんなにつらくても,お父様に一瞬でも喜んで

いただくためなら,わたしは進んで立ち向かう所存

です。38

結局メアリ・アンのこの訴えは聞きいれられず,父親の

ロバートは3月3日には娘との別居を計画するにいたる

が,周りの者の忠告を受け入れて,メアリ・アンを一時,

グリフの兄のもとへやることにする。

メアリ・アンは同月23日から4月末までグリフに滞在

し,最終的には周りの人たちの仲裁を受け入れた妥協案

の成立によって, 4月30日ふたたびコヴェントリの父の

家へ戻ってくることになる。その妥協案とは,娘のメア

リ・アンは教会へ礼拝に行くことによってしきたりを守

るが,自由に好きなことを考えて良いというものであっ

た。39

かくして, 5月15日メアリ・アンは再び父親と教会に

出席し,五カ月あまりに及んだ「聖戦」は一応の終結を

みるのである。

(ii)自然物とのワーズワース的な愛の交感: 「人間

に対する」

キリスト教信仰を放棄したこの時期,メアリ・アンは

4月11日付の手紙に窺えるように,キリスト教信仰に代

わるものとして,汎神論(pantheism)への傾倒を見せ

ている:

不死(immortality)こそ,人間をして高尚で英雄的

な美徳を生じさせたり最も崇高な忍従を行わせたり

するのに絶対不可欠なものであるという確信をわた

しは抱くことができません。啓示という概念が放棄

されると常に汎神論へ向かう傾向があり,神の人格

はキリスト教を離れては十分満足いくようには擁護

され得ないと,わたしもコールリッジと同様に感じ

ます。41蝣

この手紙が書かれる,およそ一カ月半前頃に作詩された

と考えられる短詩「人間に対する」は, 「揺れる判断」

の頃からコール1)ッジ(Samuel Taylor Coleridge, 1772-

1834を含むロマン派講人たち-とりわけワーズワー

ス-の作品に親しむようになっていたメアリ・アン

が,キリスト教信仰の放棄とロマン派の影響の下で育ん

でいく,一種の汎神論的傾向を伝える小品となってい

る。41

ごく短い詩なので,全文をまず掲げておこう。

「人間に対する自然の贈り物の豊かな貯えのなかに

各人は見事な連想が生みだす黄金の連環によって
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めいめいの魂と固く結ばれた,

めいめいの愛するものをもつ。

く偉大なる霊)が世界に命じて

知性をそなえた意識あるものに満ちるようにさせ

るように,

そのようにその霊の小型の似姿たる人間は

この世の森羅万象にもの言う魂を,

すなわち人間精神の泉から流出したものを,

人間精神固有の印章の真の刻印を,付与する。

ここにこそ人間は即-だす汝(-偉大なる霊)
イメ---/

の最良のかたどりたる,共感を!」

この請に使用されている用語や表現は,キリスト教に

関連したものも認められるが,概ね,コールリッジやワ

-ズワースによって代表されるロマン派に関連したもの

である。42

まず,第2行の「見事な連想(associations)が生みだ

す黄金の連環」という表現は,コールリッジやワ-ズワ

ースに影響を与えたハートリー(David Hartley, 1705-57)

らイギリス経験論哲学者の「連想」 (association)の概

念を想起させるものであろう。

第5行から第7行で述べられている, 「く偉大なる霊)」

と「知性をそなえた意識あるもの」すなわち「人間」と

の関係は, 「創世記」の第1章26-28節の天地創造神話の

一節を想起させるが,一方,第9行の「流出したもの

(An emanation)」という用語は,新プラトン主義的ない

しスコラ哲学的な含意を持っている。すなわち,この詩

において,この言葉は第一義的には人間の精神活動を指

して使用されているけれども, 「く偉大なる霊)」と「人

間」は「似姿」つまり相似関係で結ばれる存在であるゆ

えに,この言葉は万物の創造を司る「く偉大なる霊)」の

働きをも間接的に指し示すものとなる。その意味では,

コールリッジに影響を与えたと言われている新プラトン

主義者プロティノス(Plotinus, 205P-270)の一元論的汎

神論(別名,流出説[EmanationTheory])ないしはスコ

ラ哲学的な創造神の流出説を想起させるものであろう。

更にこの用語との関連で注目すべきは, 「人間精神の

泉から流出したもの」とは「もの言う魂」, 「人間精神固

有の印章の真の刻印」のことであり,これらのものを

「この世の森羅万象」 (-自然物)

「く偉大なる霊)」の「最良の

一

)

I

～
-
ィ
カ

「付与する」働きが
.

たどりたる.共感

(sympathy)」である,と述べられている点である。ここ

にはロマン派的な創造的感性(creative sensibility)が示

唆されていよう。というのも,自然物に付与された「も

の言う魂」とは, 「人間精神の泉から流出したもの」と

して,ワ-ズワースの言葉を使えば,人間精神の主観的

力が「半ば創造(half create)」 4:{したものと見なすこと

ができるからである。

37

翻って,自然に対する知覚や認識に人間の主観の能動

的力の作用を蛍く認める,この創造的感性の立場ゆえに,

先に指摘した「見事な連想が生みだす黄金の連環」とは,

単にハートリーらの受け身的で機械論的な連想作用を意

味するのではなく,自我の能動性が加わった積極的な愛

の行為-すなわち,この詩の最終行で述べられている,

創造的感性に基づく「共感」の作用-を意味するもの

と解されねばならなくなる。

だとすれば, 「人間に対する自然の贈り物の豊かな貯

えのなかに」,各人がもつことになる「めいめいの魂と

固く結ばれた, /めいめいの愛するもの」との,この

「共感」は.自然物とのワーズワース的な愛の交感-

「不言の言(An inarticulate language)を語るものたち

[自然物]」との「静かな交感(quietsympathies)」 44

-の一種と見なせることになろう。そしてこのような

ワーズワ-ス的要素に注目するとき,この講でうたわれ

ている「く偉大なる霊)」を,ワ-ズワースの言う,自然

に内在する「ある霊的存在(Apresence)」 45-いわゆ

る「世界霊(animamundi)」に相当する,汎神論的存在

-と見なすことも可能となってくる。結局のところ,

この「く偉大なる霊)」とは,キリスト教的な創造神の要

素も看取されはするものの,汎神論的傾向がまさった霊

的存在と言えるであろう。

以上見てきたように,この短詩は,キリスト教的とい

うよりも汎神論的傾向を色濃く内包し,自然物とのワ-

ズワース的な愛の交感-創造的感性に基づく「共感」

-を称えた詩である。 「この幕屋を」の詩では, 「わた

し」は「天国」での生を享受するためにこの世の自然物

に進んで「さようなら」を告げていた。一方,この「人

間に対する」の詩では.その自然物との「共感」 (-

「見事な連想が生み出す黄金の連環」)に基づく結合こそ

が賛美されている。キリスト教信仰の放棄にともない

前者の詩の来世(otherworldliness)の賛美は後者の詩

の現世(worldliness)の賛美にとって替わられ,以後,

メアリ・アンの宗教はこの現実世界重視の人間主義的側

面を深めていく道を進むことになるのである。

この点からいえば,この短詩にその影響が明らかに窺

えるワーズワースとは好対照をなす。彼の「魂の経路」

は,概略すれば,自然物との愛の交感によって「自然へ

の愛」から「人間への愛」 4`ゾ＼と至る初期の人間主義的

信仰の段階から,汎神論的な「世界霊」の自然神秘主義

的信仰を経て,後期のキリスト教信仰の段階へと変遷し,

メアリ・アンが辿る軌跡とは正反対をなすからである。

メアリ・アンはフーズワースの詩の後期から前期の作品

へと至るベクトルの中に,彼女自身の「揺れる判断」の

指針を兄いだし,ワ-ズワースへの愛着を深めていった

のであろう。

なお,この短詩でうたわれているのは,すでに指摘し
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たように, 「人間」と「人間に対する自然の豊かな贈り

物」 (-自然物)との「共感」であり,その「共感」は

主として「自然への愛」のことを指しているように見え

るが, 「人間に対する自然の豊かな贈り物」のなかに自

然界の一部としての人間自身も含まれていると考えるべ

きであろう。 「人間に対する自然の豊かな贈り物」と同

じ意味で使われている「この世の森羅万象」と訳した言

葉は,その原語を示せば"matter's every form"である。

直訳すれば「もののあらゆる形象」の意であり,人間を

も含めた自然界の一切のものの形象を指していると解す

べきであるように思われる。だとすれば,この「共感」

にはすでに「人間への愛」も潜在的に含まれていること

になる。

やがて,この第二の宗教的回心の帰結として,フォイ

エルバッハ(Ludwig Andreas Feuerbach, 1804-72)やコ

ント(Auguste Comte, 1798-1857)を介して,より徹底

した人間主義的宗教を信仰する段階に至ったとき,メア

リ・アンは「人間への愛」を前面的にうたいあげること

になるのである。

IV人類教: 「おお農わくはわたしも加わりたい

見えざる聖歌隊に」

(i)宗教的回心の帰結

父親の死(1849年)と前後して,メアリ・アンは二つ

の大きな翻訳の仕事をしている。一つはドイツ高等批評

の最も重要な成果の一つであるシュトラウス(David

Friedrich Strauss, 1808-74)の『イエスの生涯』 (Das

Lebenjesu, 1835-36)の翻訳である.

もともとルーフア・ブラバント(RufaBrabant)が着

手していたこの翻訳をメアリ・アンが引き受けたのは

1844年である。それから2年あまりに及ぶ苦労の末,よ

うやく翻訳が完成し, 1846年にThe Life of Jesus, critically

examinedとして刊行されたoドイツ語の原書で1500百に

およぶこの大著を,メアリ・アンは調子の良いときには

一目6頁の割合で翻訳していったが,時にははた目にも

その疲労国債ぶりはあきらかで,そのような折には友人

から「シュトラウス病にかかって」いると称されている。

「傑刑の美しい物語を解剖すること」がメアリ・アンの

健康を損ない,彼女の部屋に置かれ,飾られていた「キ

リストの像と絵を見ることだけがそれに耐えさせた」と

伝えられている。47

シュトラウスの本は福音書の記述に神話と歴史の混

在を認めるもので,このような高等批評的見解自体はす

でにへネルの本をとおして1841年末にはメアリ・アンが

到達していたものであった。それゆえ,この翻訳はメア

リ・アンの知性と彼女に秘められた知的作家になりうる

可能性の片鱗を公にすることに貢献したが,彼女の宗教
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的回心に新しいものを付け加えるものではなかったと言

える。

メアリ・アンの宗教的回心という観点からいってより

重要なのは,フォイエルバッハの哲学書Fキリスト教の

本質』 (Das Wesen des Christentums, 1841)の翻訳である。

父親の死後,ロンドンで『ウェストミンスター・レヴ

ュー』 (Westminster)誌の副編集長として腕をふるい,48

また自ら評論などを執筆したりして,ジャーナリズムの

世界に身を投じていたメアリ・アンは,フォイエルバッ

ハの本の翻訳に1853年に着手し, 1854年The Essence of

Christianityとして刊行した。フォイエルバッハの人間学

は,超越的人格神に対する信仰を人間の自己疎外として

とらえ, 「人間こそ真の神であり,救世主なのである」

と主張し, 「人間は人間にとって神である」と宣言する049

人間に始まり,人間で終わる,この徹底した人間主義的

宗教に,メアリ・アンは全面的に同意し,彼女の第二の

回心の帰結点を見出すのである。

またこの頃,メアリ・アンはG.H.ルイス(George

Henry Lewes, 1817-78)と親密になり,熱心なコント主

義者であった彼を介して,また,バリエット・マーティ

ノー(Ha汀iet Martineau, 1802-76)による簡約版の翻訳

『実証哲学』 (Positive Philosophy, 1853)などをとおして,

コントの影響も幾分受けるようになる050

コント主義は大きく二つの側面をもっている。その一

つは実証主義(Positivism)と呼ばれる新しい哲学であ

る。これは18世紀以来確実に地歩を固めてきていた世界

認識の一方法が頂点に達したものと見なされるもので,

正当化されうる唯一の知識は科学的な観察と実験によっ

て得られたものであり,それゆえ,神という概念を放棄

して科学から得られるものの追求に人間の活動を限定す

べきである,と説く哲学であるO他の一つは,その放棄

された従来の神の代わりになるものとして,コントによ

り新たに創始された宗教である。それは人類を崇拝の対

象とし,カトリック教会をモデルにした崇拝様式を有す

るもので,人類教(the Religion of Humanity)とも呼ば

れる。

メアリ・アンは実証主義に関しては同意したが,特有

の教会と儀式を有する人類教に関してはある距離を置い

ていた。彼女はその信奉者たちや教会と関係を持つこと

はあっても,積極的に関与することはなかったのである。

偉大な小説家として名声を博したエリオットが死去した

とき,彼女の個人的信仰が何であれ,その埋葬式はG.

H.ルイスの時と同様,ユニテリアン派の儀式に従って

なされたのであった。51

じつは人類教という用語には二つの用法がある。狭義

にはコントによって創始された新しい宗教を指すが,広

義には古い宗教の超自然的根拠をすっかり放棄しながら

も古い宗教の倫理的教えは救い出そうとする様々な試み



George Eliotの3編の詩と宗教

を指す52
。フォイエルバッハの説く宗教もこの広義の意
味で人類教と呼ばれうるものである。メアリ・アン自身

が最終的に到達した宗教は.フォイエルバッハの人間学.

コントの実証主義,ワ-ズワース的な共感の思想などが

融合した人間主義的宗教としての広義の人類教なのであ

る。父親の死から10年後の1859年12月,友人に宛てた手

紙のなかで,小説家となってまだ間もないエリオットは.

彼女が到達した人間主義的な広い宗教観を次のように述

懐している:

10年の経験はあの内的自我に大きな変化をもたらし

ました。人間の悲しみと,純粋さを希求する人間の

欲求とが表現されている信仰ならば,どんな信仰に

対してもわたしはもはや敵意はもっておりません。

それどころか,すべての論争的傾向にまさる共感を

もっています。i-・私たちの最高の感情の対象と

適切な領域は苦闘する人間同士であり,この現世の

生活なのです。与

(ii)人類教の賛歌

エリオットの人類教が最も明白に表明されている詩と

して,「おお願わくはわたしも加わりたい見えざる

聖歌隊に」(以下,「おお願わくは」)を挙げることが

できよう。この詩は1867年8月に執筆され,1874年『ユ

バルの伝説とその他の請』(TheLegendofjubalandOther

poems)の挿尾を飾る作品として発表された。同詩集の

一番最後におかれてその重要性が強調されているこの詩

は,エリオットにとって,テニスンにとっての「砂州を

越えて」(HCrossingtheBar,"NewPoems,1867)やブラ

ウニング(RobertBrowning,1812-89)にとっての『迫遥

篇』の「エピローグ」^"Epilogue"toAsolando,1889)の

ような意義をもっている。54つまり,一種の辞世の句と

なりうる内容を含んでいるのである。実際,1880年末に

エリオットが死去したとき,彼女の葬儀において牧師に

よって引用されたのがこの詩の一節であった。55また,

ハイゲイトの墓地(HighgateCemetery)にある彼女の

墓石には,この詩の2行目と3行目("Ofthoseimmortal

deadwholiveagain/Inmindsmadebetterbytheir

presence'りが墓碑銘として刻まれている。

エリオットの人類教が表明されているこの詩は,単に

エリオット自身の信仰の表明としてきわめて重要なもの

というだけではない。その人間主義的信条ゆえに,この

詩はコント主義者やユニテリアン派らによって彼らの賛

美歌やアンセムとしても受け入れられ,更にはより世俗

的な音楽用にも作曲がなされ,エリオットの請の中で豪

も人口に胎失したものとなっている56今ノ日,「見えざ

る聖歌隊に加わる(jointhechoirinvisible)」という英語

表現は,「天国に入る,死ぬ」ことを椀曲的に意味する

慣用句になっているが,この慣用句はそもそもエリオッ

トのこの詩に由来しているのである。

さて,この講のタイトル「おお願わくはわたしも加

わりたい見えざる聖歌隊に」およびエピグラフとして

引用されているキケロの言莫(「この世での短いわが生

よりも,死後の長い来世のことを,わたしは気にかけて

いる.」)だけでも十分に明らかなように,この詩で級わ

れているのは主として来世の生の問題である。この詩に

おいて,エリオットは神の聖歌隊57というキリスト教神

秘主義思想の伝統的概念を見事に換骨奪胎し,そして来

世・天国というキリスト教的概念を徹底して人間主義

化・世俗化してエリオット流に定義し直し,彼女の人類

教を高らかにうたいあげている。

この詩は次のような書き出しで始まる:

おお願わくはわたしも加わりたい,あの不滅の故

人たちからなる

見えざる聖歌隊にかの故人たちは再び生きている

この世での彼らの存在によってより善良になった

ひとびとの心の中に:

寛大な心へと覚醒していったひとびとの鼓動の中

に,

勇敢で正直な行ないの中に,

利己主義で終わるあわれな目的を軽蔑する心の中

に,

星のごとく夜の闇を貫き,穏やかに粘り蛍くより大

きな問題へと

人間の探求をかりたてる崇高な思いの中に。

`そのようにして生きることが

天の至福というもの:

この世に不滅の音楽をかなで,

人間の成長し高まりゆく生を成長し高まりゆく力

によって支配する

麗しい秩序として息づいていることが天の至福と

いうもの。

ll.1-13)

第2行中の「見えざる聖歌隊(thechoirinvisible)」とは,

神学用語の「見えざる教会工「見ゆる教会」を踏まえた

表現であろう。 「見ゆる教会」とは,既に触れたように

地上の教会のことで,メアリ・アン自身が20歳頃, 「揺

れる判断」で悩ん・だ問題であった。一方, 「見えざる教

会」とは天使や天上の聖人からなるもの,ないしは,地

上と天上の真のキリスト者からなるものを指した。そし

て「見ゆる教会」には悪しきキリスト者も含まれるが,

「見えざる教会」こそ真のキリスト者からなる真の教会

であるとされる。58それゆえ, 「見ゆる聖歌隊」が地上

の聖歌隊を指すのに対し, 「見えざる聖歌隊」は天使と
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天上の聖人たち,ないしは,天上と地上の真のキリスト

者からなる真の聖歌隊を指すと言えよう。

しかし,この詩では超越的な天国と来世の存在は否定

され,代わって,死後も現世に生きている人々の心の中

に善なる感化力として記憶され,思い起こされていくこ

と-エリオットの言葉を用いれば,あの世ではなく,

「この世に不滅の音楽をかなで」, 「麗しい秩序として息

づいていること」 -が「不滅の故人」として「見えざ

る聖歌隊」に加わり, 「天の至福(heaven)」に与ること

の真の意味である,と主張されている。そして「人間の

成長し高まりゆく生」, 「成長し高まりゆく力」という表

現には,人間の漸進的進歩に対するエリオットの信仰が

表明されているといえよう。

続く詩行において,神の本質が述べられている。神と

は,すなわち,人間性の良き面が心の中に想像した「一
イノ--ジ

つのより尊敬すべき姿」 (1.27)であり,それが「明確

な形象」を与えられ,崇拝の対象として愛をもって崇め

られるようになったものである,と。つまり,神を崇拝

することは人間性の良き面を崇拝することであり,神を

愛することは人間を愛することに他ならないのである。

まさにフォイエルバッハやコントが説いた, 「人間は人

間にとって神である」とする人間主義的宗教観の要約を

そこに認めることができよう:

-あこがれの歌のなかで敬膚に涙を流し,

不易不変なものと

いつかより良くなりうる変更可能なものを苦労し

てたどりながら

この世の重荷を軽くしようと待ち構える,

われらが自己のたぐいまれなる,艮き,真実なる面

はこぞって-心の中に見たのだ
イメ・-ジ

その聖所にふさわしい一つのより尊敬すべき姿を,

そしてそれに明確な形象を与え

神々しいまでの人間として庶民の前に描き出し,か

くして崇拝の念を呼び起こし

その崇拝をより一層愛と一つになったより崇高な

崇敬の念にまで高めたのだ-

言うまでもなく,この詩でうたわれている不滅性

(immortality)は,現世の人々の記憶や思いの中に宿る

「主観的な不滅性(subjective immortality)」 L5リと称すべ

きものである。それゆえ,それは決して永遠のものでは

なく,最期には消滅していく運命にある。 「不滅の故人」

として「見えざる聖歌隊」に加わり,現世の人々の記

憶・思い出の中に「来世の生(lifetocome)」 (1.36)を

生きることになる, 「われらが自己のたぐいまれなる,

艮き,頁実なる面」も,その記憶・思い出の継続が消滅

すれば,その不滅性も消滅してしまうことになるのであ

るOバーディ(ThomasHardy, 1840-1928)のいう「完全

なる忘却」による「第二の死(seconddeath)」付-の到来

である。

もっともバーディが「彼女の不滅」 (HHer Immortality,一一

Wessex Poems, 1898)や「彼の不滅」 ("His Immortality,"

Poems ofthePastandthe丹esent, 1901) , 「忘れられる運命

の者たち」 (-The To-Be-Forgotten," Poems of the Past and

thePresent)で問題にしている「第二の死」は個人的な

思い出のレベルにとどまっているのに対して,エリオッ

トは人類全体,地球の寿命というより大きな視野でこの

間題を論じている。

とは言え,キリスト教的終末論などの神秘主義思想に

よらなくとも,人類の永続性や太陽系宇宙の永続性とい

う前提はヴィクトリア朝にはもはや科学的に成立しなく

なっていた。ダーウィン(Charles Darwin, 1809-82)読

が種の絶滅という考えを提示し,死は生物の個体から種

全体にまで適用されることになったからである。一方,

将来,冷却による太陽の死は避けられないとするへルム

ホルツ(Hermann von Helmholtz, 1821-94)の理論は,

太陽の惑星の一つに過ぎない母なる地球の寿命に限りが

あることを示すものであった。Ljlにもかかわらず,この請

にはバーディの上述の話に漂う「第二の死」に対する恐

れや不安は見られない。自己を含めた人類全体の漸進的

進歩に第一の関心があるエリオットは,彼女のいう「来

世の生」が人類の絶滅,地球の死とともに消滅すること

-詩のテクストでいえば, 「人類の『時』がその険を

閉じ,人類の空が巻かれて/永遠に読まれることのない

/墓におさめられた一巻の巻物のようになってしまうと

き」-に対して,なんら悲観することなく,それを進

んで受け入れている。そして,その限りある現世世界と

「来世の生」を一つの善なる「甘美な存在」となって生

き抜き, 「見えざる聖歌隊」が喝する「この世の歓喜」

の音楽に加わりたいと宣言し,この講を結んでいるので

imm

われらが自己のその良き面は,生き続けるであろ

う

人類の「時」がその険を閉じ,人類の空が巻かれて

永遠に読まれることのない

墓におさめられた一巻の巻物のようになってしまう

ときまで。

これが来世の生というもの,

そしてその生を殉教者たちはあとに従おうと努

力するわたしたちのために

一層輝かしいものにしてきたのだO願わくはわたし

ち

その最も清らかな天の至福に到達し,他のひとびと

の魂にとって
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大いなる苦悩のときの力の美酒となり,

高潔な情熱を燃え立たせ,清らかな愛を育み,

いかなる無情さも含まぬ微笑みを生み出していきた

い

願わくは一つの善なるものとなって広がり,

広がりつつなお一層その蛍さを増してゆくそう

いう甘美な存在となりたい。

そのようにしてわたしも加わるのだ見えざる聖歌

隊に

それが嘱する音楽はこの世の歓喜。

(ll. 31-45)

エリオットの小説中には, 「自暴自棄から救われ,壁

なる希望によって蛍められ,そして今や清浄と有益な骨

折りの年月を振り返っている」ジャネット・デムブスタ

(Janet Dempster)という「形見」 62を残して逝った

トライアン氏"Janet-s Repentance,一一1857)をはじめと

して,ペストに病む地中海の小村を救って聖母伝説を残

すことになるロモラ(Romola ; Romola, 1862-63), 「広く

人目にはつかなかったとはいえ.見事な成果を結ん」で,

周囲の者たちに「数えきれぬほどに広い」 63影響を与え

ていったドロシア(Dorothea; Middlemarch, 1871-72) ,

ダウェンドレンの魂の支えとなりそして自らはユダヤ民

族のために献身していくダニエルDaniel;Daniel

Deronda, 1876)など,一つの善なる「甘美な存在」とな

っていく人物が数多く見出される。ロモラやドロシア,

ダニエルは作品の結末ではまだ故人とはなっていない

が,すでに「他のひとびとの魂にとって/大いなる苦悩

のときの力の美酒」となっている存在として,彼らは生

きながらにして「見えざる聖歌隊」に参加している,い

わばこの世の聖人たちと見なせよう。

メアリ・アンが「エイモス・バートン師の不幸」 ('The

Sad Fortunes of the Rev. Amos Burtonlりを発表して小説

家ジョージ・エリオットになったのは1857年である.第

二の宗教的回心をほぼ完了し,自己の新たな信仰を確立

していたエリオットは,次々と執筆していく彼女の小説

のなかに, 「おお願わくは」の詩に結晶化して表明さ

れている,彼女の現世重視の人間主義的信仰-エリオ

ットの人類教-を繰り返し描き出していったと言える

のである。

最後に,エT)オットの人類教との関連で,ワ-ズワー

スの「トウーサン.ルーヴ工ルテユールヘ」 (‖To

Toussaint l'Ouverture,- 1802)の請に寄せた彼女の称賛

を指摘しておきたい。この詩は,ナポレオン軍に捕らえ

られて獄中にあった,サン・ドマングの黒人奴隷の解放

と独立の指導者トゥーサンを激励し称えるもので,ワ-

ズワースの「ヒューマニズムの時期の最後を飾る名品」 '叫

と評される作品である。エリオットはこのソネットの

「最終の8行ほど素晴らしいものはどこにもない」 65と絶

賛している。その最終の8行にうたわれている内容こそ

は, 「おお願わくは」のなかでエリオットが理想とし

て掲げた聖なる存在- 「一つの善なるものとなってな

って広がり, /広がりつつなお一層その蛍さを増して

ゆくそういう甘美な存在」-としてのトウーサンの

姿なのである:

獄につながれながらもむしろ晴れやかな顔をせ

よ。

たとえ汝自身は倒れ,二度と再び立ち上がることが

かなわぬとも,

生きよ,そして次のことを慰めとせよ。汝は後に残

してきた

汝の為に働いてくれる力を。大気も大地も天も,汝

の為に働いてくれる。

世間を吹き過ぎる-そよぎの風も

汝を忘れることは決してない。汝は偉大な味方を持

っている。

汝の友は歓喜と,苦悩と,

愛と,人間の不屈の精神である。

ワ-ズワースがソネットのなかで称えた獄中のトウーサ
フJクション

ンは,エリオットが小説のなかでロモラやドロシアを通

して描き出した,生前からすでに「見えざる聖歌隊」に

参加している聖人たちの,現実世界における具現化に他

ならないOこのワ-ズワースの詩に対する賛辞が述べら

れているのは,エリオットが亡くなる年の1880年,実証

主義者でありコントの人類教の信者でもあったプレデリ

ック・ハリソン(Frederic Ha汀ison, 1831-1923)に彼女

が宛てた手紙においてである。彼女の最大の共感のこも

ったこの賛辞は,エリオットが彼女の人類教をもはや揺

らぐことなく最晩年まで信奉し続けたことの-証左と見

なせるものであろう。

Vおわりに

メアリ・アンないしエリオットの宗教的体験は,大小

二つの宗教的回心を含み,福音主義的キリスト教と人間

主義的信仰との間を大きく揺れ動くものであったと言え

る。幼少期におけるキリスト教信仰は「旧式の古い高教

会派的なもの」から福音主義的なものへと深められてい

き,思春期をむかえた15歳頃の第一の宗教的回心によっ

て,より禁欲的傾向を強めることになる_。しかし成人期

をむかえる頃,彼女のキリスト教信仰は動揺をきたし,

キリスト教信仰の放棄から人間主義的信仰へむかう第二

の,大きな宗教的回心を経験する。そしてその人間主義

的信仰は,キリスト教信仰放棄を宣言した「聖戦」の時
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には幾分汎神論的傾向を含んだものであったが,やがて

ワーズワースだけでなくフォイエルバッハやコントらの

影響を統合して,超自然的要素を一切廃し,完全に人間

主義化・世俗化した人類教に最終的な帰結を見出してい

くことになるのである。

このメアリ・アンないしエリオットの宗教的軌跡のう

ち,彼女が詩作を始めた思春期以降の時期に焦点をあて

ると, (i)福音主義的キリスト教の時代(2)汎神論的

傾向の時代(3)人類教の時代の3期に大きく分けて整

理することができよう。本稿で考察した3編の詩-

「この幕屋を」, 「人間に対する」および「おお願わく

は」 -は,その3期のそれぞれの時期に執筆され,そ

れぞれの時期の信条を吐露した詩と見なせるものであ

る。それゆえ,これら3編の詩を一緒にして通読すると

き,いわばテニスンの『イン・メモリアム』に相当する

宗教詩として,われわれはそれらの詩のなかにメアリ・

アンないしエリオットの「魂の経路」を具体的にたどる

ことができるのである。これら3編の宗教詩は,それぞ

れ独立したものであるが,メアリ・アンないしエリオッ

トの信条が時代順に吐露された,一種の連作として読む

ことができる内容をもったものと評価できよう。
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